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《開会 午前10時30分》 －礼拝式順序－
※は一同ご起立下さい。 司式 吉田謙牧師

奏楽 Ｓ執事
前 奏

礼拝への招き イザヤ書４３章１節～５節

挨 拶

※賛 美 詩編歌１２１（１，２）

祈 祷

罪の告白

静 思

赦しの宣言

平和のしるし

※賛 美 １６９（１，２）（讃美歌21） －神の招き－

照明の祈り

聖書朗読 使徒言行録２０章３５節（新約２５５頁）

説 教 「与えることの喜び」
祈 祷 川瀬弓弦教師

静 思 －神の言葉－

※賛 美 ４０５（１，２）（讃美歌21）

信仰告白 ウエストミンスター小教理問答 問４４（週報裏面）

十 戒

献 金 Ｋ姉妹･Ｋ姉妹･Ｋ兄弟

執り成し 吉田謙牧師

主の祈り （週報裏面） －感謝の応答－

※頌 栄 ２７（讃美歌21）

※祝福と派遣 川瀬弓弦教師

※アーメン三唱 ４０-５（讃美歌21）

報 告 礼拝当番 Ｎ執事･Ｇ姉妹 －派 遣－

※体調のすぐれない方は座席についたままで礼拝にご参加ください。



《罪の告白と赦し》

罪の告白への招き
司式 罪人である私たちを、神様はなお憐れみをもって招いておられます。

ですから、今、私たちは、神様の御前に出るにあたって、

自らの罪を、へりくだりと信仰をもって、神様に正直に告白いたしましょう。

罪の告白
司式 一同で罪の告白をいたします。

罪の告白
司式 一同で罪の告白をいたします。

一同 憐れみ深い父なる神よ。私たちは告白します。神の心と私たちの心は、

何と異なっていることでしょう。私たちは、神のみ心が行われることよりも、

自分が成功し、幸福になることを第一に考えています。

飢えている人々があることを気にしないで、飲み食いしています。

ほかの人の悲しみには鈍く、自分の苦しみだけが取り去られることを願っています。

ほかの人の必要を知らないで、自分の欲しいものを手に入れようとしています。

ほかの人の心を知らないで、自分の話したいことを口に出しています。

あなたの戒めに従うよりも、自分の判断を優先させています。

自分の好きなことを行うときの足は速く、

困っている隣人を助けるための足は重くなってしまいます。

私たちの罪をゆるし、私たちの心を新しく造りかえてください。

聖霊によってきよめ、日々キリストに似る者にしてください。

自己中心ではなく、神と隣人を中心に生きることができるように助けてください。

救い主イエス・キリストの御名によって祈り願います。 アーメン

司式 しばらく目を閉じて、一週間の歩みを振り返り、それぞれ犯した罪を思い起こしま

しょう。そして、その罪を心から悔い改め、その赦しを神様に願い求めたいと思い

ます。しばらく心静まる時間をもちます。（４０秒）

赦しの宣言
司式 主の憐れみは、永遠から永遠まで変わることがありません。

主イエス・キリストの御名により、私はあなたがたに罪の赦しを宣言します。

あなたがたの罪をすべて赦される憐れみの神が、

すべて良いことにおいて、あなたがたを力づけ、

聖霊の力によって、永遠の命の内にあなたがたを守ってくださるように。

一同 アーメン。

平和のしるし
司式 神がキリストにあって私たちを赦してくださいました。

私たちも互いに赦しあいましょう。

主イエス・キリストの平和があなたがたと共にありますように。

一同 アーメン。



今週の集会

今日の集会 《前週統計》祈祷会･求道者会･教会学校はネット併用で開催

2022/1/9 男性 女性 男児 女児 合計

◇教会学校(オンライン併用) 9:30～10:15 礼 拝 １４ １９ ２ ３ ３８
〈司会〉 Ｋ先生 祈 祷 会 ２ １ ０ ０ ３

〈お話〉 Ｆ先生 集 求道者会 1(3) 0(6) ０ ０ 1(9)
◇成人学級 10:00～10:20 オリーブキッズ － － － －

◇奉仕前祈祷会 10:20～ 会 礼拝の恵み － － －

◇川瀬弓弦先生 ハンガリー宣教説明会 教 成人科 ６ ７ １３
礼拝後 統 会 幼稚科 ４ ５ １ ２ ３

◇年報作成作業 ハンガリー宣教説明会後 学 小学生 １ ０ １

◇執事会 12:30～ 計 校 中高生 ０ ０ ０

礼 拝 ３４,４３７

献 金 教会学校 ３,０００

◇祈 祷 会 １月１９日(水) 午前10時30分～ オンライン併用 詩編の学び
◇相 談 日 １月１９日(水) 午後２時～５時 牧師相談日
◇求道者会 １月２０日(木) 午前10時30分～ オンライン併用（家庭集会と合流）

次週の集会 （１／２３）

◇教会学校 〈司会〉 Ｕ先生
（ネット） 〈お話〉 Ａ神学生
◇成人学級 〈担当〉 吉田謙牧師 午前10時～10時20分
◇礼 拝 〈説教〉 吉田謙牧師「死で終わらない命」

〈聖書〉 ヨハネによる福音書１１章１節～１６節
〈旧約聖書〉簡易礼拝のため省略
〈新約聖書〉簡易礼拝のため省略
〈讃美歌〉 詩編歌１２１･４４１(21)･３２７(21)･２８(21)
〈司式〉 吉田謙牧師 〈奏楽〉 Ｋ兄弟
〈献金〉 Ｋ姉妹･Ｋ兄弟･Ｋ姉妹
〈礼拝当番〉Ｎ執事･Ｇ姉妹

◇青年会 礼拝後

お知らせ

◇本日、説教奉仕をして下さった川瀬弓弦先生に感謝いたします。
◇昨日、Ｎ兄弟の奥様が天に召されました。悲しみの中にあるご遺族のためにお祈りくだ
さい。

◇１月３０日（日）礼拝後に定期会員総会を開催します。昨年の活動報告と決算報告、及び
今年の活動計画と予算の審議、任期満了の長老･執事の選挙などが予定されています。
コロナ禍にあるため、報告はできるだけ短くすませ、短時間で終了するよう配慮します。
会員の方は、配付される予定の年報をよく読んで、是非ご出席ください。会員総会は、
現住陪餐会員の三分の一の出席がないと成立しません。ご協力よろしくお願いします。
なお長老・執事選挙はノミネート方式で行います。任期満了の長老・執事の他に推薦し
たい方がおられましたら小会メンバーまでお知らせ下さい。

◇礼拝に出席する際には必ずマスクを着用し、一階でアルコール消毒をして下さい。また密
集を避けるため基本的には一つの机に二人ずつ座るようにして下さい（家族は例外）。

◇ラジオ伝道番組「キリストへの時間」(ラジオ関西 558KHz 日曜日午前7時30分～45分)を
聞きましょう。１月２３日放送予定：藤井真先生（千里山教会）「ひとことで救われる②」

◇掲示板
＊柏木貴志先生ご夫妻、金エノク先生より年賀状が届いています。
＊西部中会中高生会zoomミーティング「FOR TOU」の案内が届いています。
日時：1月28日(金)午後8時～9時 メッセンジャー：國安光先生 ZOOM ID：366 621 8858



＊西部中会 世と教会に関する委員会より２.１１集会の案内が届いています。
日時：2月11日(金)午前10時～12時 講師：松谷曄介先生（金城学院大学宗教主事）
講演「恐れからの自由－香港と中国大陸のキリスト者の信仰の証しに学ぶ」

１月の祈祷課題

①新しい年の歩みのために。 ②会員総会のために。 ③闘病中の方々を覚えて。
④愛する者を天に送り、悲しみの中にあるご遺族のために。
⑤結婚された兄弟姉妹のために。
⑥川瀬弓弦先生のハンガリー宣教のために。 ⑦但馬みくに伝道所の新会堂改修工事のために。
⑧滋賀摂理教会の牧師に就職された金原堅二先生のために。 ⑨関西地区伝道協議会のために。
⑩神学校のために。 ⑪求道者の方々を覚えて。 ⑫川島利子姉妹のために。
⑬新型コロナウィルス感染症予防のために。 ⑭年間教会標語「教会に生きる喜び」
⑮豪雨災害、大阪北部地震、北海道地震、熊本地震、東日本大震災の復興のために。
⑯滋賀摂理教会･千里山教会･園田教会･神戸長田教会･恵泉教会･板宿教会･南与力町教会のために。
⑰１月生まれの方のために。

今月の掃除当番 男子会

【本日の聖書日課のテーマ】「最初の弟子たち」

旧約聖書 エレミヤ書１章４節～１０節：エレミヤの召命
新約聖書 マルコによる福音書１章１４節～２０節：四人の漁師を弟子にする

たとえそのときガリラヤ湖畔で彼らの様子を目撃したとしても、その場面だけ見るのなら、

なぜ彼らが網を置いてその男に従っていったのかは分からないでしょう。 １４節、１５節

に記されていることが決定的に重要です。「時は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて福音

を信じなさい。」主イエスが来られた時に、彼らには時が来たのです。神の国が来たのです。

開演ベルが鳴り、「さあ本番です。控え室を出てください」と促されたのであります。今ま

での時間をただ継続するために未来があるのではありません。本番のためにこそ、待機の時

間があり、控え室があります。神の国の到来を見なければ、どうして彼らが「すぐに」従っ

ていったかは分からないでしょう。彼らは過去を根拠としてこれからのことを決めたのでは

ありませんでした。今迫りつつあるもの、これから起こるものに集中し、それゆえに前から

来るものによって引き出されたのです。それがつまり、神の国なのです。 では、主イエス

は人の抱えている過去や厳しい現実を軽く見て、「そんなものはどうでもいいから従え！」

と命じたのでしょうか。そうではありません。主は誰よりも人間を縛っている過去と現在の

重さをご存じでした。だからこそ福音宣教は、エルサレムという中央ではなく、見下され、

苦しめられてきたガリラヤという周縁から始まったのです。祭司や学者でなく、社会の底辺

に置かれ、ガリラヤの収益源として厳しく管理され、搾取されてきた漁師たちを召し出すこ

とから始まったのであります。

人を呼び出す言葉があります。人を呼び出す御方がおられます。なんと素晴らしいことで

しょう。私たちも呼ばれています。呼び出されています。呼び出されてからが始まりです。

呼ばれてこそ自分が自分になるのです。それは創世記１章の出来事のようです。「神は言わ

れた。『光あれ｡』こうして、光があった。」世界創造は神が呼び出すことによってなされま

した。何に向かって「光あれ」と言われたのでしょうか。「地は混沌であって、闇が深淵の

面に」あるのみでした。しかしそれは、光になるべき何かが潜んでいる混沌であり、闇だっ

たのです。神が呼び出すと光があります。私たちも同じです。呼び出されてこそ「ある」自

分です。どれほど硬直してしまった自分でも、どれほど落ちこぼれてしまった自分でも、呼

び出されるなら、そこが自分の始まりとなる。過去に支配されはしないのです。 呼び出さ

れている事実が生きることの質を変えます。今まで何も考えていなかったことや、ただやり

過ごしていた場面が、呼び出された者となったために自分の課題となる。人間に関わり、人

間を人間として呼び戻す働きが始まるのです。



ウエストミンスター小教理問答

問44 十戒の序言は、私たちに何を教えるか。
じつかい じよげん わたし なに おし

答 十戒の序言は、私たちに、神は主であって、私たちの神で
じつかい じよげん わたし かみ しゆ わたし かみ

あり、またあがない主であるから、私たちはそのすべての
しゆ わたし

戒めを守る義務のあることを教えている。
いまし まも ぎ む おし

使徒信条 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。
われ て ん ち つく ぬし ぜんのう ちち かみ しん

我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。
われ ひと ご われ しゅ しん

主は聖霊によりてやどり、処女マリヤより生まれ、
しゅ せいれい お と め う

ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、
くる う

十字架につけられ、死にて葬られ、陰府にくだり、
じゅうじか し ほうむ よ み

三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、
み っ か め し に ん てん

全能の父なる神の右に座したまえり、
ぜんのう ちち かみ みぎ ざ

かしこより来りて生ける者と死ねる者とを審きたまわん。
きた い もの し もの さば

我は聖霊を信ず、聖なる公同の教 会、聖徒の交わり、
われ せいれい しん せい こうどう きょうかい せ い と まじ

罪の赦し、身体のよみがえり、永遠の生命を信ず。アーメン。
つみ ゆる か ら だ とこしえ い の ち しん

主の祈り 天にまします我らの父よ、
てん われ ちち

ねがわくは、み名をあがめさせたまえ。
な

み国を来らせたまえ。
くに きた

みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。
てん ち

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。
われ にちよう かて き ょ う あた

我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、
われ つみ もの われ

我らの罪をもゆるしたまえ。
われ つみ

我らを、こころみにあわせず、悪より救い出したまえ。
われ あく すく だ

国と力と栄えとは、
くに ちから さか

限りなく、なんじのものなればなり。アーメン。
かぎ


